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父親 の 役割 


いき ん じゅ みょう 注 し ょ う し こう れい か き ゆう そく 
平均 寿命 の 伸び や 出 生 率 の 低下 に より 、 少 子 高齢 化 が 急速 に 進ん で いる 。 
少子 高齢 化 社会 で は 、 高齢 者 だ け で な く 、 少 子 化 社会 その も の を 生き て いる 子 ど 


も ん だ い 
も た ちの 開 題 も 大 きい 。 
も ん だ い ひと = そそ お と な 、 い ま お お 
その 間 題 の 一 つ は 、 子 ども に 注 が れる 大 人 の 目 が 含ま で より も 多く な っ て いる の 
と 同時 に 、 見 弟 姉妹 が 少な い の で けん か の 練 習 相手 に 恵まれ て いな いと いう こ 
と だ 。 
いま じ だ い と う に 
さて 、 今 の 時 代 に 、 お 父さん は どう ある べき か 。 
mm か し た だ し 4 に 、 ち ち お や や くわ も わり 2 < こん に ち 
昔 な ら 「 正 し い 」 こ と を 言う の が 父親 の 役割 で ちあ っ た の だ ろう が 、 今日 で は 何 が 
正しく て 、 価 が 正しく な い の か 、 そ の あたり も 曖 味 だ 。 そ れ に 、 世 の 中 の 空気 は 
[正しい より 楽し い 」 で ある 。 「100 % 正しい 忠告 は まず 役に立た な い 」 と は 、 
亡くな られ た 河合 隼雄 氏 。 の 言葉 だ 。 本当 に そん な 時 代 だ か ら 、 お 母さん が 「 お 父 
さん に 聞い て みて 」 と 言え ば 言う ほど 、 お 父さん は 焦る の で ある 。 
ちち お ちち お や いえ な か さく わり 
た だ そう で あっ て も 、 交 親 は 父親 だ し 、 家 の 中 で 果たす べき 役割 は ある は ず だ 、 
むし ろ そ れ は 増し て いる の か も し れ な い 。 
ー つ に は 、 家 の 中 で の 「 危 機 管理 官 」 と し て の 務め が ある と 思う 。「 何 か あっ た 
ら お 父さん に 言え よ 」 常 々 そう 言っ て お け ば 、 子 ども は いざ と いう 時 、 父 の その 言 
Se 


だ 。 「 こ の 夏 は みん な で キャ ンプ に 行こ う 」 な ど と プラ ン を 語る 。 た VS に と が 
た いせ つ あわ だ まう mM 
大 切な 時 代 の よう に 思え て な ら な い 。「 幸 せ 」 を 語る 。 と の 掌 せ も 化し て い 
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1 る か ら 、 こ れ だ っ て その 上 財 の 考 え を で いい 。 その ほう が 子ども た ち も 乗 っ て き て 、 こ 
っ も あ 
うか な 、 あ あか な 、 と プラ ン 作 り に 加わ っ て くる 。 そ れ だ け で 盛り 上 が る 幸せ も あ 
る は ず だ 。 
(近藤 勝 重 毎日 新聞 2007 年 8 月 1 日 付 に より 改 ) 
か わ い は や お ね ん に ほん し ん り が く し ゃ し ん り り うほ う か も と ぶん が ちょ うち ょ うか ん 
( 注 ) 河 合 隼雄 (1928 一 2007 年 ), 日 本 の 心理 学者 、 心理 療 法 家 、 元 文化 庁 長 官 


汐 字 ( 侵 名 科 音 ) 声 出 。 | 性 沿 叉 (中 文 ) 
父親 (ちち お や )⑩ [名 ] 5 


役割 (や くわ り )③①⑦ [名 ] 駅 色 , 任 色 : 作 用 

平均 (へ いき ん )⑩ [名 ・ 他 動 3] 平均 , 平 均 條 平衡 , 均 衡 
寿命 て (じゅ みょう )⑰ [名 ] 寿命 ; 使 用 期限 

伸び (の ひび の )② 生 藤 , 伸 展 ; 成 藤 , 増 藤 
出生 (し ゅ っ し ょ う )⑨⑥ [名 ・ 自 動 3] 出生 , 話 生 

低下 (て いか )⑩ [名 ・ 自 動 3] 降 低 , 低 落 

少子 高齢 化 ( し ょ うし こう れい か )① 少子 高 部 化 

急速 (きゅう そく )⑥⑩ [名 ・ ナ 形 ] 急速 的 , 快 速 的 

進む (すす む )⑩ 前 逃 , 逃 展 ; 橋 歩 , 先 六 
高齢 者 こう れい し ゃ )③ [名 ] 老年 人 

注ぐ (そそ ぐ )⑩⑥②@ [ 自 他 動 1] 流 和信: 注入, 倒 人 : 翼 注 . 傾 注 
同時 (どう じ )⑥① [名 ] 同時 , 同 時代 

姉妹 (し まい )① [名] 尋 妹 

けん か ①⑰ [名 ・ 自 動 3] 哨 架 口角 : 打 保 , 斗 殴 
恵まれ る (めぐ まれ る )⑩⑥④ [自動 2] ( 被 ) 距 予 . 富 有 ; 財 到 

き て ① [接続 ] | 那 劉 , 就 

正しい (た だ し い )③ [ イ 形 ] 正 碑 的 : 正 当 的 : 端 正 的 
曖昧 (あい まい )⑩ [ ナ 形 ] 不明 稀 的 , 含 棚 的 
世の中 ( よ の な か )② [名 ] 世 賠 , 世 上 時 代 
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( 妹 表 ) 


光 字 ( 候 名 潜 音 ) お 
忠告 (ちゅ うこ く )⑩ [名 ・ 自 他 動 3] 


記 く な る (な な く な る )⑩) 
焦る (あせ る )⑨⑧ 


果たす (は た す )② 


増す (ます )⑩ [ 自 他 動 1] 
危機 管理 宜 ( き きか ん りか ん )①⑧ | [名 ] 
常々 (つね づ ね )② [名 ・ 副 ] 
いざ ① 
率先 (そっ せん )⑩ [名 ・ 自 動 3] 
語る (か た る )⑩ [ 他 動 1 
キャ ンプ ① 
多様 化 ( た よう か )⑩⑪ [名 ・ 自 動 3] 

ああ め [ 副 」 那 梓 , 那 久 


プラ ン ゆ ① [名 ] 斗 著 方 案 
加わ る (くわ わる )⑩⑥③ [自動 1 ] 加入 , 参 加 ; 添 加 , 増 多 


1. ~ に より / に よっ て / に よる 
“名 十 に より / に よっ て / に よる "可以 表示 原因 , 意 思 是 “ 因 久 ……”、“ 由 手 ……”。“ー に 
より “て に よっ て "用 隆 旬 中 中 頼 。 修 侯 名 詞 時 用 "て に よる 十 名 "的 形式 。 
A ge り 、 労 働 力 人 口 が 減少 し た 。 ( 因 光 少子 高齢 化 的 加 財 、 
共 効 方 人 口 減少 
A 大 雪 に よっ て の 二 が 二 た ( 因 訪 下 大 雪 , 新 后 化 晩 了 一 不 小 時 。) 
人 今回 の 地震 に よる 津波 の 心配 は あり ませ ん 。 〈 不 必 担 心 返 次 地震 会 引受 海 中 。) 
"名 十 に より / に よっ て で"※ 可 以 表示 方 式 手段, 意 思 基 " 通 辻 …"、* 依 坪 … 
人 事件 の 真相 は 調 査 に より 明らか に な っ た 。 ( 通 辻 週 査 , 事 情 真相 大 自 了 。) 
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人 ほ と ん どの 仕事 は パ We ま っ て 行 われ て いる 。 (大 部 分 工作 是 通 辻 皿 勝 光 


行 的 。) 
男 外 “名 十 に より / に よっ て / に よる "”" 衝 可以 表示 依 据 不 同 的 情況 産生 不同 的 筐 果 , 意 
思 是 “ 因 ……”、“ 根 握 ……”。“ こ か どう か は ~ に よる ”?” 的 意思 是 “ 明 香 …… 要 看 ……”、“ 是 香 
要 依 …… 布 定 ”, 捗 句 型 中 ,“~ に よる "用 手 句 末 。 


A 人 に よっ て 考 え 方 が 違う 。 (想法 因 人 耐 昇 。) 
人 遊び に 出かけ る か どう か は 明日 の 天気 に よる 。( 是 否 出 去 玩 要 看 明 天 的 天気 。) 


2 だけ 記 な く 


“名 / イ 形 答 体形 / ナ 形 河 干 十 な / 動 答 体 形 二 だけ で な く ” 鍵 常 与 助 河 “ ヾ も" 


勾 常 与 一 起 使 用 。 
“ご だ け で な く ぐ て も "的 意思 是 “ 不 似 倍 …… 選 ……"、" 不 光 是 …… 也 ……"。 
人 (母親 が 子ども に ) お 肉 だ け で な く 、 RM ( 母 奈 対 後 子 党 。 
不要 光路 肉 , 也 要 叶 菜 。) 


A 彼 は 獣 が うま い だ け で な く 、 ダ ンス も 上 手 だ 。 ( 他 不 付 唱 歌唱 得 好 , 跳 舞 也 神 
不 穫 。) 


人 この 漫画 は 子ども だ け で な く 、 女子 高生 に も 人 気 が あ る 


送 全 漫画 不 似 受 騙 子 
何 区 迎 , 在 女 高中 生 中 也 入 有人 気 。) 
3. その も の 
“名 十 そ の も の "用 手 強 週 前 項 事物 本 身 , 意 思 是 "…… 本 身 ".“~ そ の も の ”" 巡 可以 接 在 
部 分 “ ナ 形 同和 十 ” 后 面 , 強 週 程度 深 , 意 思 是 …… 筒 直 就 是 …… -w 


へ 計画 その も の に 無理 が あっ た よう だ 。 ( 似 平 拓本 身 誠 有 行 不通 的 地方 
人 一 李 の 本 と の 出会い は 、 彼 の 人 生 そ の も の を 大 きく 変え た 。 ( 与 一 本 所 的 記 返 . 大 
大 地政 変 了 他 的 人 生 。) 


‘< え が お む じゃ き っ ーー 
人 あぁ の 子 の 笑顔 は 無邪気 その も の だ 。 ( 好 的 笑 腔 真 是 太 天 真 天 邪 了 


4. 一 と 同時 に 


“名 (で ある )/ イ 形 基本 形 / ナ 形 週 干 キ で ある / 動 筒 体形 (の ) 十 と 同時 1 
同時 受 生 、 章 行 , 或 同時 井 存 , 意 思 是 “…… 的 同時 ……”"、“ 既 …… 又 ……” 


人 スタ ー ト の 合図 と 同時 に 、 選手 た ち は 一 昔 に 走り 出し た 。 ( 在 受 人格 画 的 同時 , 返 


こ " 表 示 前 后 項 
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芝 具 休 一 電 沖 出 了 起 踊 袋 。) を | 
人 A わた し が 家 を 出 た の と ほとん ど 同 時 に 、 雨 が 降り 出し た 。 (所 平 就 在 我 出 ] 的 同 


時 , 下 起 雨 来 了 。) 「 
人 普 田 さん は 貿易 会 社 の 社員 で ある と 同時 に 作家 で も ある 。 (吉田 是 貿 易 公司 的 取 
只 , 同 時 也 是 一 名 作家 。) 


5. 一 て な ら な い 


* イ 形 週 王 填 く て な ら な い / ナ 形 同 王寺 で な ら な い / 動 て 形 十 な ら な い ” 表 示 情 不 自 禁 
地 志 生 某 竹 情 感 或 感 党 , 一 般 用 手 某 衝 情 感 恨 烈 得 元 法 抑制 的 協 合 意思 是 “ 非 常 ……”、“ 十 
分 …" ご て ー て な ら な い " 前 面接 鍼 表 示 感 情 、 感 党 、 意 語 等 主 更 性 往 張 的 周 秋 。 
人 試合 に 勝っ て うれ し く て な ら な い 。 ( 訪 了 比 窒 特別 弁 心 。) 
へ 入学 試験 に 合格 で きる か どう か 、 心 配 で な ら な い 。 (不知 道 能 否 通 辻 入学 考 江 , 
担 心 得 不 得 了 。) 


へ さっ き 後 女 の 言っ た こと が 気 に な っ て な ら な い 。 〈 我 往 是 在 意 好 団 才 オ 沿 赴 的 活 。) 


軸 庁 江 ・ 表 送 方 式 


1. 少子 高齢 化 が 急速 に 進ん で いる 
“少子 高齢 化 " 暴 指 * 少 子 化 ” 与 “高齢 化 ” 井 存 的 現象 。“ 少 子 化 ” 即 少子 化 , 是 指 出生 
率 下降 造成 幼年 人 口 逐 洒 減 少 的 現象 。* 高 齢 化 ” 即 人 口 老年 化 , 十 指 老 年 人 口 在 皿 人 口中 
所 占 的 比例 不断 増長 。 少 子 高齢 化 帯 来 芳 区 不足 、 医 導 包 担 加重 等 導 多 社会 同 天 。 
効 過 " 進 む " 有 多 衝 用 法 在 送 名 括 中 是 “ 各 化 ”、“ 加 財 ” 的 意思 。 
へ この 町 は 幼 境 汚染 が 進ん で いる 。 (有人 城市 的 球 境 汚染 在 不断 加 刷 。) 


2. けん か の 練習 相手 に 恵まれ て いな い 


“けん か の 練習 相手 に 恵まれ て いな い ” 的 意思 基 “ 没 有 拓 紀 救 架 的 対象 “に 恵 ま 
れる "表示 幸 返 地 被 駆 予 某 和良 好 的 東 境 、 条 件 或 能 等 , 意 思 是 " 被 駆 也 “富有 ……"”、"“ 有 
も We'W 9 な "等 

人 日 本 は 豊か な 自然 に 恵まれ て いる 。 (日 本 畠 有 富 條 的 大 自然 。) 

ム 後 女 は 優れ た 才能 に 恵まれ て いる 。 ( 好 拘 有 卓 越 的 オ 能 。) 
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3. さき で 


“さて ” 是 接 彼 週 用 陸 入 人 正 題 , 常 用 干 段 首 。 在 商 色 吉信 中 . 常 用 "さて "引出 想 要 表 送 
的 主要 肉 容 。 在 本 県 選 文中 "さて "前 面 的 一 段 指 遇 了 少 子 高 化 社会 欠 後 子 人 所 系 的 同 
題 , 接 着用 “さて "引出 束 文 主題 , 即 “ 今 の 時 代 に 、 お 父さん は どう ある べき か ", 意 思 是 " 在 
現在 六 人 時代 , 父 素 記 和 以 無 欄 的 姿 礎 存 在 呪 ”。 


4. まず 


存 教材 第 表 中 , 学 了 副 語 " ま ず " 表 示 " 首 先 "、" 衝 且 "。 除 此 之 外 .“ ま ず " 館 可以 表示 克 人 
程度 息 高 的 間断 , 意 思 呈 “大体 ”“ 基 本 上 ”、“ ル 平 "等 。 在 本 可 束 文中 就 是 返 科 用 法 。“100 % 正 
し い 患 告 は まず 役に立た な い ” 的 意思 呈 " 百 分 之 百 正 秦 的 忠告 基本 上 是 没有 用 的 ”。 

へ 矯 勝 は まず 間違い な い 。( 得 冠 補記 衝 滋 同 題 叫 。) 
人 今 の 成績 で は 、 合格 は まず 無理 だ ろう 。 〈 就 以 現在 的 成 侍 . 通 辻 考 直 凡 平 是 不可 能 


的 叫 。) 
5. た だ 
“た だ ”" 在 本 泥 洛 文中 作 接 袋 河 , 意 思 是 “ 但 是 …… ”“ 不 入 …… "。 一 般 用 王 対 前 項 叙 迷 


的 内 容 逃 行 社 充 閲 明 或 追加 条件 。 

人 この ワン ピー ス は きれ い だ 。 た だ 値段 が 高 す ぎる 。( 譜 件 傍 衣 祖 往 漂 亮 , 但 是 俊 格 
太 真 了 。 ) 

へ 新 し い 家 は 広い し 、 家賃 も 安い 。 た だ 、 駅 か ら 遠 い の が 間 題 だ 。 新 租 的 房子 入 
大 . 房 租 也 便宜 。 但 同 題 是 , 距 高 年 靖 入 近 。 

“た だ " 逐 可 以 作 名 同 或 副 語 。 作 名 週 時 意思 是 " 免 融 "、“ 不 要 敏 ”。 

人 配達 料 は た だ で す 。 ( 免 返 費 。) 

作 副 週 時 , 意思 規 具 "、 「 者 だ が CR 一 起 使 用 。 

へ うち の 会 社 で は 、 日 本 語 各 が で き る 人 は た だ 二 人 し か いな い 。( 我 休 公 司 只 有 両 人 
人 憧 日 午 。) 


に デコ 


6. 子ども は いざ と いう 詩 、 人 交 の その 言葉 を 思い 出す か も し れ な い 


送 名 舌 的 意思 是 “ 邊 子 人 在 遇 到 同 題 的 時 修 , 可 能 就 会 想起 父 奈 的 乏 句 活 " ぐ いざ と い 
う 時 ” 昨 慣用 午 , 意 思 呈 "緊要 共 天 ”、“ 出 現 同 悪 的 時 候 " 等 。 


ae 
人 
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人 いざ と いう 時 に 備え て 、 睦 金 する 。 ( 存 偵 以 各 不 時 之 需 。) 
人 あの よう な 人 は いざ と いう 時 に は 役に立た な い 。 < 那 衝 人 到 了 共 筆 時 刻 就 派 不 上 
用 協 了 。) 


と きか ん が 
7. これ だ っ て その 時 の 考え で いい 


“だ っ て "的 用 法相 当 手 "も ” 或 “で も ”, 意 思 是 " 傍 POCCCD 都 PCCCLD 全容 sess 也 RPC う 一 般 
用 干 日 次 。 


人 この 開 題 は 子ども だ っ て 知っ て いる 。 ( 六 條 同 題 科 小 放 子 都 知道 。) 
へ そん な こと 、 わ た し だ っ て で きる よ 。( 那 衝 事 情 , 人 逢 我 都 能 人 。) 


8. プラ ン 作り に 加わ っ て くる 
“て 作り "可以 作 接 尾 記 。 接 在 一 甘 名 記 的 后 面 格 成 邊 合 名 同 , 主 要 有 以下 西 衝 用 法 。 
P 表示 材料 、 方 法 等 。 
へ 手作り の ケー キ ( 手 工 制作 的 蛋 様 )、 れん が 作り の 家 破 天 克 成 的 房子 ) 
» 表示 仙 、 制 作 等 。 
人 庭 作 0 り (建造 庭 院 )、 も の 作り ( 働 奈 西 )、 体 力作 り ( 増 旨 体力 ) 、 役 作り ( 明 造 角 色 ) 
・ プ ラン 作り "中 的 “て 作り" 史 第 二 笠 用法, 意思 上 “ 制 近 辻 若 "。 


会 括 
1 の 


会 議 時 間 変 更 の お 知ら せ @ 回 
還 本 | 60 
送信 者 : 王 小 華 
1 宛 先 : 販売 部 全員 器 


は ん ば いぶ かく い 


売 部 各位 


日 時 : OOOO 年 O 月 日 次 [ KS 


つか さま 
お 疲れ 様 で す 。 


郭 肉 ミー ティ ング の 件 で す が 、 
午後 2 時 7 ヽ ら 1 時 半 に 変更 に な り ま し た 。 


< ご 抽 席 くだ さい ます よう 、 お 願い 申 レ 上 げ 


時 間 , 3 月 28 日 (水曜 ) 午 後 1.30 て 3。00 
ば し ょ ご うぅ うかい ぎ し 


場所 : 8 号 会 議 室 


ぶ な いか | 


. 皇 さ ん 、 メ ー ル を 見 まし た よ 。 部 内 会 
を g。 え え 、 そ うな ん で す 。 
, その 日 は 、 午前 中 に 松江 に ある を 訪問 する こと に な っ て て 、 戻り 


代理 


は た ぶん 2 時 ぐ らい に な 
る と 思 ほう ん で す が 。 
は で すめ 3、 1 時 半 か ら 
の 会 議 に は 間に合わ な 
いん で すね 。 
ぜん ち 玖 況 
80 区 午前 中 に 状 
和み れん らく 
し て 衝角 かま っ 
3 ば あい 
の で 、 も し 遅れ る 場合 
は 、 申 村 課 長 に 伝 えて 
も ら え ませ ん か 。 
は い 、 いい で す よ 。 
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野 ,。 じゃ 、 お 願い し ます 。 


© 


SO BO 
侯 生 周 表 2 


況 字 ( 優 名 天 音 ) 声 骨 週 叉 (中 文 ) 
宛先 (あて さき )⑩ 収 件 人 的 姓名 、 地 赴 
送信 者 (そう し ん し ゃ )③ 秋 件 人 

件 名 (けん めい )⑩ [名 ] | 件 名 ,( 痢 件 ) 主 同 


各位 (か くい )① [名] 各位 
代理 (だ いり )⑩⑪ [名 ・ 他 動 3] 代理 , 代 理 人 代替 
間に合う ( ま に あ う )③ [自動 1」 赴 得 上 , 来 得 及 


状況 (じょう きょう )⑩ [名 ] 状況 情況 


軸 哲 法 ・ 表 送 方 式 
1. 時 間 通 り に ご 出席 くだ さい ます よう 、 お 願い 申し 上 げ ま す 
“時 間 通 り に ” 的 意思 呈 “ 投 時 ”、“ 浴 時 。* 名 十 通 り に "意思 是 “ 投 明 ……”、“ 眼 …… 一 


『 


ジコ 


レ > 
きす nu 


画 は 予定 通り 進ん で いる 天下 投了 預 定 方案 尋 行 ) 
人 彼女 は 今日 も いつ も 通り に 8 時 に 出勤 し た 。 ( 好 今 天 也 明 平 常 一 欄 , 八 点 上 班 了 。) 
“お お / ご へ ~ く だ さい ” 其 意 他 租 殺 型 .* こ よう (に )” 表 示 清 求 、 効 告 , 常 用 ペー よう ( に ) お 
願い し ます "的 形式 , 此 時 “に "可以 省略 。 錠 可 以 用 "ーー よう に し な さい “ンー よう に し て くだ 
さい "等 形式 , 此 時 “に "不能 省略 。 此 外 …ー よ うに "的 形式 也 可 以 用 手 句 末 。 
へ 朋 日 の 打ち 合わ せ に 悦 刻 し な いよ うに し て くだ さい 。( 明 天 的 坊 商会 邊 不要 
返 到 。) 
へ 忘れ 物 を し な いよ うに 。 ( 彰 大 家 不 要 恋 志 随 身 携帯 的 物品 。) 


へ 


2. 午前 中 に 状況 を 見 て 連絡 を 入れ ます 


“状況 を 見 て "的 意思 是 " 有 情 和 ”。 * 血 絡 を 入れ る "的 意思 十 * 険 系 ", 在 本 決 会 医 中 表 
示 “ 打 遇 活 険 系 "。 美 似 的 用 法 近 有 "電話 を 入れ る ”, 也 是 表示 “ 打 申 笑 。 
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ゃ J 穫 コ 


1. 写 出 下 列 況 字 的 送 音 
[ 例 ] 語 [ か た る 。」 


(役割 [ ] 2) 寿命 [ 」 
3) 高齢 者 [ 」 (《④ 注 ぐ [ 3 
(5) 恵 まれ る [ J (⑥) 世 の 中 [ 」 
⑦) 焦 る  [ 』 8) 果たす [ 」 
9⑨) 率 先 [ 」 (10) 加 わる [ 」 


7. 根 所 内 容 , 在 拓 号 内 填 和 通 当 的 内 容 。 
た だ そう で あっ て も 、 父親 は 交 親 だ し 、 家 の 中 で 果たす (  )(  ) 役 割 は ちる は ず 


だ 。(  )(  )(C 。) そ れ は 増し て いる の か も し れ な い 。 二 つ に は 、 家 の 中 で の 「 入 
機 管理 官 」 と し て の 務め が ある と 思う 。「 何 か あっ た ら お 父さん に Es 


と き お pe 
言っ て ( 。 )( )( 子ども は ( . う (。 うと いう 時 、 父 の その 音 葉 を 思い 出す 


0 少 子 高 ey の 進行 / 労 働 力 人口 が 減少 し た つ 
高齢 化 の 進行 に よっ て 労働 力 人 口 が 減少 し た 。 
き し ん か ん せん 


1) 天 雪 / 者 株 に 1 時 間 の 遅れ が 出 た 


(2) 交 通 事故 / 高 速 道路 は ひど く 涼 薄 し て いる 
(3) 新 し い 広告 / 売 上 げ が 大 きく 伸び た 
じょう ほう 


(④ イ ンタ ー Pe ト / 多 く の 情 報 を 得る こ と が で きる 
(9 アン ケー ト 計 査 / お 客 さ ん の ニー ズ が わか っ て きた 


[ 例 2] 彼 / 勉 強 が で きる / ス ポー ツ も 得意 だ つ 
修 は 旭 強 が で きる だ け で な く 、 スポ ー ツ も 得意 だ 。 
1) こ の 漫画 / 子 ども / 大 人 に も 読ま れ て いる 
か の じ ょ し ざと か つど う せっ きょく て き さん か 
2) 彼女 / 仕 事 / ボ ラン ティ ア 活 動 に も 積極 的 に 参加 し て いる 
(3) 日 本 に 留学 し て いた 頃 / 勉 強 / ア ル バ イ ト も し た 
(④ 萌 ご 骸 を 食べ な いこ と / 体 に よく な い ( 仕 事 に も 影響 が 出る 


⑧ 


人 ぶ @ 


[ 例 3] 


[ 例 4] 上 


[ 例 5 ] 


[ 例 6] 


て ん すぅ さん きょう ほう 


(5) 彼 が いつ も 高い 点数 を 取 取る の / 頭 が いい / 正 し い 勉 強 3 も 身 に っ つけ て いる 
か ら だ 


計画 に 無理 が あっ た よう だ 一 計画 その も の に 無理 が あっ た よう だ 。 
1) 仕事 に お いて は 、 経験 が と て も 大 切 だ 
7 に よう 
(2②) わ た し は 言葉 に 興味 を 持っ て いる 
な ぶな たり けっ こん た い か ん が か た 。 ち が < 

3) あの 二 人 は 結婚 に 対す る 考 え 方 が 違う 

や ま だ a か の に じ ょ じん せい お お か 
(4) 山 田 さ ん と の 出会い は 彼女 の 人 生 を 大 きく 変え た 

い とこ ゅ ぎょ う か た だ い 
(5) 今 まで の 授業 の や り 方 に 問題 が ある よう な 気 が す る 


Rd 


2 前 
っ 


を 勉 強 する / 日 本 の 歴史 に も 興味 を 持っ て いる つ 

を 奄 強 する と 同時 に 、 日 本 の 歴史 に も 筐 味 を 持っ て いる 。 

①) 大 学 \ を 卒業 する / ア メリ カム 禄 学 する こ と を 決め た 

(2②) ス ター ト の 合図 / 選 手 た ち は 一 斉 に 走り 出し た 

(3) 新 曲 の 発売 / ネ ッ ト で の 試聴 も 可能 に な っ た 

(4) 少子 高齢 化 が 進む / さ ま ざ ま な 間 題 が 出 て きた 

(5) イ ンタ ーネット で いろ いろ な 情報 を 手 に 入れ る / 人 と 人 と の つなが り が 薄 
5 っ ら た 


Du 


I Tr 


さ っ き 彼 女 の 言っ た こ と が 気 に な る =* 
さっ き 彼 女 の 言 っ た こと が 気 に な っ て な ら な い 。 
(1) 試合 に 勝っ て うれ し い 

き w ゅ ご だ ん か い し っ ぱい ざん ね ん は 
2 の 度 後 の 段階 で 和 失 牙 し た の が 残 窟 だ 

くに ゅ う が く し けん うか く し ん ば い 上 
3) 忠 子 が 大 学 入 学 試験 に 合 格 で きる か どう か 心配 だ 
(④ こ の 文 は ど こ か 間違っ て いる 2 に 思え る 
- コ めん せつ あん 

(5) 明 日 の 面 控 だ うまく いく か どう か 不安 だ 


員 間 通り に 同席 する つ 

時 間 通り に ご 出席 くだ さい ます よう 、 お 願い 申し 上 げ ま す 。 
補導 する 

(2 下記 の 電話 番号 まで 連絡 する 


き に ゅ う 


(3 こち ら の アシ ケー ト 用 紙 に 記入 する 


汐 字 ( 優 名 表 音 ) 声 油 


週 性 
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週 駐 (中 文 ) 


進行 (し ん こう )⑨⑩⑥ 


[名 ・ 自 動 3] 


前 行 : 逃 展 


労働 力 ( ろ うど うり ょ く ) ツ ③ 


[名 ] 


芳 勃 力 


減少 (げん し ょ う )⑩ 


[名 ・ 自 他 動 3] 


減少 


津波 (つなみ )⑩ 


[名 


海 号 


明らか (あき ら か )② 


[ ナ 形 ] 


明 呈 的 . 清 尊 的 . 清 呆 的 


出かけ る (で か ける )⑩ 


[自動 2] 


| 


出 去 出 . 外 出 


ダン ス ① 


[名 ・ 自 動 3] 


舞 路 ; 跳 舞 


女子 高生 (じょし こう せい )③ 


[名 ] 


女 高中 生 


変え る (か える )③①⑰ 


[ 他 動 2] 


変 , 政 変 , 変 更 : 換 


無邪気 (な じゃ き )① 


[名 ・ ナ 形 ] 


| 


天真 元 邪 的 : 幼 稚 的 、 単 策 的 


スタ ー ト ⑨⑨ 


[名 ・ 自 動 3] 


| 起点 , 貞 受 


一 斉 に (いっ せい に )⑩ 


[ 副 ] 


| 一 草 , 同 時 


優れ る (すぐ れる )③ 


[自動 2] 


出色 , 佐 秀 , 卓 越 


間違い な い ( ま ちがい な い )⑤⑥③ 


[ イ 形 ] 


正 砂 的 ; 没 第 


配達 料 ( は いた つり ょ う )③ 


[名 ] 


返 夫 


備え る (そなえ る )③ 


[ 他 動 2] 


准 各 , 防 各 : 役 連 : 具 各 


資金 (し きん )②① 


[名 ] 


座金 


[名 ] 


要求 , 需 要 , 需 求 


点数 (て ん すう )③ 


[名 ] 


分 数 , 得 分 (物品 的 ) 件 数 


試聴 し し ちょ う )⑩ 


[ 各 ・ 他 動 3] 


起 思 


手 に 入れ る (て に いれ る ) 


思え る (お も える )③ 


得 到 , 到 手 
(自然 面 然 地 ) 想 到 ・. 党 得 


下記 (か き )① 


記入 ( き に ゅ う )⑩⑪ 


[名 ・ 他 動 3] 


下 列 , 下 迷 


